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スタッフ一丸となって、スタッフ一丸となって、

いつも同じ方向を向くということが大切なんですいつも同じ方向を向くということが大切なんです

今回は、静岡市葵区にあるケイラク鍼灸接骨院の院長、森林政人先今回は、静岡市葵区にあるケイラク鍼灸接骨院の院長、森林政人先

生です。静岡市郊外の県道生です。静岡市郊外の県道2727号線（安倍街道）沿いにあります。接骨号線（安倍街道）沿いにあります。接骨

院院22店舗、デイサービス関連３店舗など多店舗経営をされていま店舗、デイサービス関連３店舗など多店舗経営をされていま

す。治療家になられた経緯や、多店舗経営や介護施設のお話などをす。治療家になられた経緯や、多店舗経営や介護施設のお話などを

伺いました。伺いました。

●先生は治療院を中心にデイサー●先生は治療院を中心にデイサー

ビス施設など複数の店舗を運営ビス施設など複数の店舗を運営

されています。その経緯と現在されています。その経緯と現在

の状況をお聞かせください。の状況をお聞かせください。

私が最初の治療院を開業したのが私が最初の治療院を開業したのが

昭和昭和6262年、年、2323歳のときでした。同歳のときでした。同

じ静岡市内の別の場所でしたが、じ静岡市内の別の場所でしたが、

そのその1010年後、平成年後、平成99年にここに移年にここに移

転して現在に至っています。今は転して現在に至っています。今は

ケイラク鍼灸接骨院を中心に治療ケイラク鍼灸接骨院を中心に治療

院を２店舗、デイサービスとして院を２店舗、デイサービスとして

『もりのいえ』を２箇所と介護支援『もりのいえ』を２箇所と介護支援

センターを運営しています。またセンターを運営しています。また

エアープレスエアープレスLOHASLOHASというサロンというサロン

も開業しています。介護保険が始も開業しています。介護保険が始

まったのが平成まったのが平成1212年でしたが、平年でしたが、平

成成1414年に最初のデイサービスセン年に最初のデイサービスセン

ター『もりのいえ』を、翌年２軒目ター『もりのいえ』を、翌年２軒目

のデイサービスセンターを始めまのデイサービスセンターを始めま

した。介護保険自体が新しい制度した。介護保険自体が新しい制度

ですが、その中でも初期のころにですが、その中でも初期のころに

立ち上げたサービスだといえるで立ち上げたサービスだといえるで

しょう。しょう。

●多店舗の展開に苦労はつきもの●多店舗の展開に苦労はつきもの

だと思いますが、最初から意図だと思いますが、最初から意図

されていたのですか？されていたのですか？

私は最初鍼灸マッサージで開業し私は最初鍼灸マッサージで開業し

ました。しかし最初の頃は全く患ました。しかし最初の頃は全く患

森　林　政　人森　林　政　人

者さんがいらっしゃいませんでし者さんがいらっしゃいませんでし

た。生計をたてるために夜は運転た。生計をたてるために夜は運転

手の仕事をしながら、という時期手の仕事をしながら、という時期

が１年くらいありましたね。それが１年くらいありましたね。それ

でも次の展開を考えた時に柔整師でも次の展開を考えた時に柔整師

の資格をとったほうがいろいろなの資格をとったほうがいろいろな

可能性が拡がると思いました。ま可能性が拡がると思いました。ま

た、ひとつには私が高校までスた、ひとつには私が高校までス

ポーツをしていたこともあって、ポーツをしていたこともあって、

スポーツ選手の怪我などをみるこスポーツ選手の怪我などをみるこ

とが多かったのです。ですからそとが多かったのです。ですからそ

の人たちに保険で治療をしてあげの人たちに保険で治療をしてあげ

たかったのと、治療において筋肉たかったのと、治療において筋肉

や骨格をより重視してみるためのや骨格をより重視してみるための

知識がもっと欲しいということが知識がもっと欲しいということが

ありました。その頃は柔整の学校ありました。その頃は柔整の学校

も多くはありませんでしたから、も多くはありませんでしたから、

ここ静岡から新幹線で横浜まで夜ここ静岡から新幹線で横浜まで夜

間の柔整学校に通いました。朝か間の柔整学校に通いました。朝か

ら治療院で臨床に携わり、仮眠をら治療院で臨床に携わり、仮眠を

とって学校へ、６時からの授業でとって学校へ、６時からの授業で

す。毎日帰りはす。毎日帰りは1111時半を過ぎてい時半を過ぎてい

ました。幸いその頃はスタッフもました。幸いその頃はスタッフも

何人かいたので、彼等にまかせて何人かいたので、彼等にまかせて

通い続けることができたのです。通い続けることができたのです。

●この地域ではどんな患者さんが●この地域ではどんな患者さんが

多いのですか？多いのですか？

もともと農家の方がほとんどで、もともと農家の方がほとんどで、

高齢の方がほとんどでした。それ高齢の方がほとんどでした。それ

に街道沿いにある接骨院としてはに街道沿いにある接骨院としては

１軒だけでしたから、クチコミだ１軒だけでしたから、クチコミだ

けでしたね。ここはバス停の前なけでしたね。ここはバス停の前な

のでバスを利用される方もいらっのでバスを利用される方もいらっ

しゃいますが、この地域全体が車しゃいますが、この地域全体が車

を移動手段としている地域です。を移動手段としている地域です。

●介護事業に参入しようと思われ●介護事業に参入しようと思われ

たのは？たのは？

お年寄りが多いですから、それまお年寄りが多いですから、それま

でいらしていた患者さんが急にこでいらしていた患者さんが急にこ

なくなったりします。患者さんたなくなったりします。患者さんた

ちはみなさん知り合いですからちはみなさん知り合いですから

ね。「おばあさんどうしたの？」ね。「おばあさんどうしたの？」

「いやぁ、動けなくなっちゃっ「いやぁ、動けなくなっちゃっ

て。」そんなことが多かったんでて。」そんなことが多かったんで

す。私は往診もやっていますが、す。私は往診もやっていますが、

そういう方たちをみていてデイそういう方たちをみていてデイ

サービスがあればいいのではないサービスがあればいいのではない

かと思いました。自分が、せっかかと思いました。自分が、せっか

く医療家としてやっていくのであく医療家としてやっていくのであ

れば、もっと視野を広げて介護のれば、もっと視野を広げて介護の

中で治療をしていくとか、そんな中で治療をしていくとか、そんな

ことも可能なのではないかと考えことも可能なのではないかと考え

たのです。私もこの業界にたのです。私もこの業界に2020年も年も

いますから、病院関係はじめいろいますから、病院関係はじめいろ

いろな人と知り合っています。そいろな人と知り合っています。そ

んな人たちと話す中でまとまってんな人たちと話す中でまとまって

いったのです。看護師さんを始いったのです。看護師さんを始

め、よいスタッフがそろってくれめ、よいスタッフがそろってくれ

ました。ました。

●介護の世界はなかなかむずかし●介護の世界はなかなかむずかし

いようですね。いようですね。

静岡でもデイサービスはつぶれて静岡でもデイサービスはつぶれて
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いるところがたくさんあります。いるところがたくさんあります。

デイサービスをするには許可がとデイサービスをするには許可がと

れるための一定の決まりがあるわれるための一定の決まりがあるわ

けですが、大手はその資金力でそけですが、大手はその資金力でそ

れ以上のスペースを持つことがでれ以上のスペースを持つことがで

きます。初期の頃のデイサービスきます。初期の頃のデイサービス

は、別の施設の再利用やマンショは、別の施設の再利用やマンショ

ンの一角で、ということが多かっンの一角で、ということが多かっ

たのですが、そういったところはたのですが、そういったところは

利用者さんも集まらなくなり、な利用者さんも集まらなくなり、な

りたっていかなくなっているのでりたっていかなくなっているので

す。最初は経営母体も違う業界のす。最初は経営母体も違う業界の

人たちがどっと参入してきました人たちがどっと参入してきました

が、今残っているのは片手間ではが、今残っているのは片手間では

ない、専用に作った介護施設ばかない、専用に作った介護施設ばか

りです。さらに施設だけでなく、りです。さらに施設だけでなく、

どれだけ充分なサービスを提供でどれだけ充分なサービスを提供で

きるのかが生き残りの条件になっきるのかが生き残りの条件になっ

てきているのです。少なくとも最てきているのです。少なくとも最

低で低で3535人以上の施設で附帯設備を人以上の施設で附帯設備を

もつところしか残っていかないでもつところしか残っていかないで

しょう。当然大手の資金力に太刀しょう。当然大手の資金力に太刀

打ちできないというわけです。打ちできないというわけです。

●そういった中で、先生の治療家●そういった中で、先生の治療家

としてのノウハウは利用者さんとしてのノウハウは利用者さん

にも大きな意味があるのでは？にも大きな意味があるのでは？

うちはわりと早めに始めたこともうちはわりと早めに始めたことも

あってまわりとの信頼関係もできあってまわりとの信頼関係もでき

たし利用者さんにも来ていただくたし利用者さんにも来ていただく

ことがでました。それに、うちのことがでました。それに、うちの

特徴として、デイサービスとはい特徴として、デイサービスとはい

え利用者さんの症状にあわせたえ利用者さんの症状にあわせた

マッサージを提供します。その中マッサージを提供します。その中

でスタッフがコミュニケーションでスタッフがコミュニケーション

をとっていきます。みなさん膝がをとっていきます。みなさん膝が

痛い、腰が痛いと、健康ではない痛い、腰が痛いと、健康ではない

んですからね。だからそこをわんですからね。だからそこをわ

かってあげて、どれだけ自分たちかってあげて、どれだけ自分たち

が手をさしのべてあげられるのかが手をさしのべてあげられるのか

が、大きいのです。あくまでも私が、大きいのです。あくまでも私

が治療家であることがコアになっが治療家であることがコアになっ

ているのですから。ているのですから。

●治療家と経営者としてのスタン●治療家と経営者としてのスタン

スは？スは？

午前は臨床をやり、午後からは各午前は臨床をやり、午後からは各

店舗に顔を出します。週に３、４店舗に顔を出します。週に３、４

回はどこの店舗にも顔を出しま回はどこの店舗にも顔を出しま

す。最初からこういうかたちです。最初からこういうかたちで

やってきたのでスタッフも心得てやってきたのでスタッフも心得て

きちんとフォロー体制をとってくきちんとフォロー体制をとってく

れています。れています。

●スタッフとのコミュニケーショ●スタッフとのコミュニケーショ

ンも大切ですね。ンも大切ですね。

スタッフが楽しく仕事をしていなスタッフが楽しく仕事をしていな

いと、それは患者さんにも利用者いと、それは患者さんにも利用者

さんにも伝わります。私はスタッさんにも伝わります。私はスタッ

フのみんなに、やらされている、フのみんなに、やらされている、

という気持ちでやってほしくありという気持ちでやってほしくあり

ません。うちでは月に２回、各店ません。うちでは月に２回、各店

舗会議と全体会議をもっているの舗会議と全体会議をもっているの

ですが、そこでみんなの声も聞ですが、そこでみんなの声も聞

き、こちらで気がついたことなどき、こちらで気がついたことなど

を話します。スタッフ一丸となっを話します。スタッフ一丸となっ

て、いつも同じ方向を向くというて、いつも同じ方向を向くという

ことが大切なんです。介護事業でことが大切なんです。介護事業で

働くというのは、個々の労力を競働くというのは、個々の労力を競

うというのではなく、団体戦じゃうというのではなく、団体戦じゃ

ないですか。みんながバラバラにないですか。みんながバラバラに

なったりひとつになっていかないなったりひとつになっていかない

と大きな事故にもつながります。と大きな事故にもつながります。

だからこそ、意志の疎通、ひとつだからこそ、意志の疎通、ひとつ

になることの大切さを言います。になることの大切さを言います。

最終的には人に対してやさしくな最終的には人に対してやさしくな

れるか、です。れるか、です。

●先生のこれからは？●先生のこれからは？

エアープレスエアープレスLOHASLOHASという店舗にという店舗に

は酸素カプセルや岩盤浴、振動マは酸素カプセルや岩盤浴、振動マ

シンなどを提供しています。酸素シンなどを提供しています。酸素

カプセルは私が実際に体験してそカプセルは私が実際に体験してそ

の効果に驚いたものです。そこでの効果に驚いたものです。そこで

目指しているのは、アンチエイジ目指しているのは、アンチエイジ

ングのための、健康を保つためのングのための、健康を保つための

トータルなスペースを作るというトータルなスペースを作るという

ことです。私の治療院でスタッフことです。私の治療院でスタッフ

として仕事をした後独立して開業として仕事をした後独立して開業

していく人も多いのですが、このしていく人も多いのですが、この

ようなさまざまな展開も可能だとようなさまざまな展開も可能だと

思えることが、その人たちにとっ思えることが、その人たちにとっ

てひとつの励みになればいいなとてひとつの励みになればいいなと

も思っています。も思っています。

「患者さんが何を望んでいるのか、治療家として何がで「患者さんが何を望んでいるのか、治療家として何がで

きるのかをいつも考えていました」。その試行錯誤の中きるのかをいつも考えていました」。その試行錯誤の中

で現在の経営形態になってきたんだなと思いました。開で現在の経営形態になってきたんだなと思いました。開

業当初の苦労話や、いろいろな経験談など、ざっくばら業当初の苦労話や、いろいろな経験談など、ざっくばら

んにお話をしていただきました。これからどんな展開をんにお話をしていただきました。これからどんな展開を

されていくのか、たいへん楽しいインタビューでした。されていくのか、たいへん楽しいインタビューでした。
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